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花園中生徒会「小中一貫教育を盛り上げたい」
小中一貫教育が本格実施となり7ヶ月が過ぎました。
各中学校区では様々な取組みが進められて、これま
での取組みの積み重ねが新たな特色として現れてきて
います。その一つとして、花園中学校区の様子を紹介
します。
花園中学校区の6年生は中学校登校の際、中学
校教員による授業を受けたり、中学生と共に同じ場所
で同じ時間を過ごしたりして、少しずつ中学校での生活
を体験しています。このように中学校への移行期に感じ
る不安の解消につながる経験を重ねることで、取組み
のねらいにせまる効果が現れてきています。
また、中学生にも小学生に見られていることによる年
長者としての自覚の高まりが日々の様子に現れていま
す。
先日、後期生徒会の会長が、1回目の会議におい
て「小中一貫教育を盛り上げたい」と決意表明しました。
その考えを実現するため生徒会では、どのように関われ
ば小学校とのつながりが生まれるのか考えを出し合い、
今後の取組みについて具体的に話し合いを進めてい
ます。

生徒会役員の会長を含め数人を昨年担任していた
のが、花園中学校区の小中一貫教育コーディネー
ター（Ｃｏ）である遠藤先生です。小学生を温かく迎えい
れている先生たちの姿を見て、生徒が自分たちにもで
きることがあると感じて生徒会に立候補し、活動すること
につながったとのことでした。遠藤先生は、「生徒からこ
のような声があがったことに驚きとともに嬉しさを感じてい
ます。生徒と一緒に小中一貫教育により一層、取り組
んでいきたいです。」と話されていました。
大人だけでなく、子どもたちが自ら進める小中一貫教
育で今後、どのような取組みが行われるのか楽しみで
あり、大きな可能性を感じます。
このような様子が、他の中学校区でもさまざまな形で
見られることから、小中一貫教育の日々の取組みが
中学校区の新たな特色として現れてきていることがうか
がえます。

9月以降、Ｃｏ会議では主に夢ＴＲＹ科の推進につい
て協議をし、授業についての研究も進めてきました。例
えば、夏期休業中に行った夢ＴＲＹ科授業検討会で
は、Ｃｏによる模擬授業を何度も実施し、協議を重ねま
した。始めたばかりの頃は、積み重ねのない教科のた
め、イメージをつかめず困惑するＣｏも多くいましたが、
今では多くのＣｏが、授業イメージを持つことができるよう
になりました。
Ｃｏは、このような会議や検討会などでつかんだ情報
や学んだ内容を各中学校区で共有しようと定期的な
会議、お便り、学校訪問など様々な方法で発信して
います。Ｃｏは、あらゆる手段を使って、なんとか効果
的な情報共有の方法はないかと考えています。

現在、小中一貫教育推進室は、小学校の訪問を
行い、夢TRY科の授業を参観しています。その中で、
Coが夢TRY科の授業の進め方など、それまでに中学
校区の教員に発信してきたことが案外伝わっていない
ことに気づくことがあります。発信していることでも、なか
なか伝わりにくいなあと感じています。
そこで最近は、「Coは待っているのではなく、入りこ
む。」という考えのもと、今まで以上に中学校区の先
生方との関わりを進めていこうとCo会議で確認してい
ます。小中一貫教育推進室としてもCoに対するサ
ポートを通じ、中学校区全体に対する支援につなげて
いきたいと考えています。

小中一貫教育推進室だより「ＴＳＵＮＡＧＵ」では、子どもた
ちの様子や教職員の実践をもとに、市内における小中一貫教育を
はじめとした連続・一貫した教育活動の状況を共有していきます。

小中一貫教育コーディネーター（Ｃo）

伝えることの難しさ



すべての学校で小中一貫教
育を本格的に実施しています。
その重点取組みである夢TRY科
の授業を見学しました。最初
に感心したことは、子どもた
ち全員が楽しく参加している
様子でした。私たちの時代に
学校で行われてきた、基本的
なことを反復して記憶し、そ
のことをベースとして応用問
題を考えていくという授業の
形とは違いました。

これからの学校には、正解
がない問題について自身の価
値観や他者との協働を通して、
最適な答えを生み出す力を育
むことが求められていると考
えています。私は、夢TRY科の
時間に「新しい授業」として
の魅力を感じ、子どもたちも
同じように感じているように
思いました。
また、夢TRY科は他の教科に

も相乗的な効果を生じさせる

と感じています。それは、肉、
魚、野菜などの素材を生かす
香辛料のようなイメージです。
子どもたちが他の教科につい
ても学習意欲を高め、生きる
力を培うことにつながってい
くものと考えています。
夢TRY科は正に、そういった

魅力と可能性を秘めた香辛料
であると思います。
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夢ＴＲＹ科授業の様子から

お金の役割って？～ポイントは「うなぎ」～

「社会でお金が決めるもの」

小見出し 「社会でお金が決める
もの」は、物の値段の移り変わりを題
材にした学習です。お金は、物を買
うだけでなく物のねうちを決めている
ことを学ぶことを通じて、お金の役割
について考える学習です。
このことを子どもたちに自分ごととし
て考えさせるために、100円均一
ショップなどの買い物を思い出しな
がら、他とは違った値段の変化をし
ている「うなぎのかば焼き」に着目す
ることがポイントとなっています。

枚岡東小学校での実践

１０月に、枚岡東小学校で実践さ
れた様子を参観しました。導入では、
枚岡中学校区Ｃｏと枚岡東小一貫
担当、担任の3人による物々交換
の寸劇で、課題提起をされました。
子どもたちは時代と共に物の値段
が変わることに気づき、友だちと相
談をしながらその理由について考え
ていました。活発に手を挙げる姿や
悩みながら相談している姿が見ら
れました。
授業者は、「難しい内容にもかか
わらず、子どもたちが一生懸命考え
ることができていたので、授業者とし
ても楽しんで授業をすることができま
した。」と話していました。

「魅力と可能性を秘めた夢ＴＲＹ科」
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第２回 大原 教育次長

本小見出しの題材は、子どもたちにとって新しく知ることが多く、知識の詰
め込みとなる可能性があります。知識を得ることが中心になるのではなく、
普段考えることの少ないお金の役割について考えさせることが重要です。
この実践では、子どもの実態に基づき、3人の教員が授業内容について
十分に検討を行ったことで、子どもたちがじっくりと考える学習につながりまし
た。また、小中の教員が一緒に教材研究を行い、楽しみながら授業を
行ったことにも大きな意義があったと考えます。

↑ 4年生での授業の様子
3年生での授業の様子 ↓


